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委 員 長 上畝地白馬
副委員長 大牟田直人
委　　員 庵原　伸一
委　　員 森　　秀司
委　　員 安武　寛憲
委　　員 矢山　尚司

委 員 長 北崎　和博
副委員長 安武久美子
委　　員 温水　　眞
委　　員 末吉富美徳
委　　員 濱田　　幸
委　　員 上畝地白馬

委 員 長 大牟田直人
副委員長 西　健太郎
委　　員 安武久美子
委　　員 温水　　眞
委　　員 末吉富美徳
委　　員 濱田　　幸

2代委員長　阿部　鹿俊氏

① 当時は他の自治体議会の広報が数十号ある
のに新宮町議会は広報誌が無かったことに
驚いた記憶があった。そこで、新宮町でも
議会広報誌を作ろうと、当時の一期議員が
働きかけた。100号発行と聞くと、いろいろ
な思い出が走馬灯のように浮かび感慨深い。
② 試行錯誤しながらも楽しみながら編集して
いたので苦労とは思わなかった。一つあげ
るとすれば、当時は議事録の納品に時間が
かかり編集作業が大変だった記憶がある。
③ 議員になった時と同じ熱い思いを持って、
町民に親しまれる広報を作成してほしい。

初代委員長　長﨑　武利町長

① 地方自治の二元代表制のなかで、議会が住民
に審議内容などを伝える重要な役割を担うの
が議会広報である。発行当初より編集が迅速
になり非常に読みやすくなったと思う。

② 議員で編集を行うことが当初からの約束事項
であったので、写真撮りやレイアウトに苦労
した記憶がある。

③ 常に見やすさ読みやすさに心掛けてください。

歴代OBの広報委員長にインタビューしました。
①第100号発行の感想
②編集当時大変だったこと、苦労話など
③今後の議会広報に期待することなど

　
平
成
10
年
に
議
会
広
報
誌
を
創
刊
し
、
令
和
５
年
１
月
発
行
の
広
報
誌
で
１
０
０
号
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
議
員
の
皆
様
、
ま
た
議
会
事
務
局
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
の
ご
協
力
の
お
か
げ

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
町
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
誌
に
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特
　
　
　
集

委 員 長 長﨑　武利
副委員長 安部　京子
委　　員 阿部　鹿俊
委　　員 井上　文喜
委　　員 森　　　博
委　　員 久保山葉子

委 員 長 阿部　鹿俊
副委員長 安部　京子
委　　員 久保山葉子
委　　員 阿部　秀樹
委　　員 牧野真紀子
委　　員 横尾　千妙

委 員 長 井上　文喜
副委員長 久保山葉子
委　　員 阿部　鹿俊
委　　員 牧野真紀子
委　　員 横尾　千妙
委　　員 横大路政之
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委 員 長 田村　征司
副委員長 冨永　　仁
委　　員 舩越　孝義
委　　員 松井　和行
委　　員 髙木　義輔
委　　員 矢山　尚司

委 員 長 北崎　和博
副委員長 矢山　尚司
委　　員 牧野真紀子
委　　員 横尾　千妙
委　　員 阿部　哲二
委　　員 冨永　　仁

委 員 長 松井　和行
副委員長 上畝地白馬
委　　員 庵原　伸一
委　　員 森　　秀司
委　　員 安武　寛憲
委　　員 大牟田直人

3代委員長　井上　文喜氏

① 非常に感慨深く、100号も発行してい
ることに驚いている。

② 議員一期目に同期３人で発行を提案し
たが、発行することに賛否もあった。
試行錯誤しながら先進地視察や研修会
などに積極的に参加し編集した記憶が
ある。

③ より一層見聞を広めて、町民に読んで
いただける広報にしていただきたい。

特
　
　
　
集

委 員 長 北崎　和博
副委員長 松井　和行
委　　員 舩越　孝義
委　　員 篠﨑　寅喜
委　　員 田村　征司
委　　員 桐島　　誠

委 員 長 田村　征司
副委員長 山田　哲也
委　　員 安武　研二
委　　員 西　健太郎
委　　員 阿部　哲二
委　　員 髙木　義輔

委 員 長 牧野真紀子
副委員長 横尾　千妙
委　　員 篠﨑　寅喜
委　　員 桐島　　誠
委　　員 松井　和行
委　　員 北崎　和博

100号発行
議会だよりの歩み
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第
４
回
定
例
会
を
令
和
４
年
11
月
30
日
か
ら
12
月
９
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
条
例
の
制
定
２
件
、
改
正
５
件
、

補
正
予
算
７
件
、
財
産
の
取
得
１
件
、
発
議
１
件
、
人
事
案
件
３
件
を
審
議
し
、
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
報
告
２
件
を
受
け
、
一
般
質
問
は
４
人
が
行
い
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
25
億
５
０
７
０
万
８
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
７
１
億
７
１
０
１
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　
　

10
月
末
累
計
伸
び
率

が
、
前
年
比
１
３
６
％
と
お

も
て
な
し
協
会
も
努
力
し
て

い
る
と
思
う
が
、
新
し
い
返

礼
品
の
開
発
は
で
き
て
い
る

の
か
。

　Ｑ
　
　
協
会
も
新
し
い
返
礼
品

の
商
品
開
発
は
し
て
い
る

が
、
新
た
に
品
目
を
加
え
た

と
い
う
報
告
は
受
け
て
い
な

い
。

Ａ

一般会計補正予算　歳出の主なもの

項  目 増減金額 主な内容

議 会 費 9万 7千円 勤勉手当

総 務 費 14 億 9598 万 6 千円 ふるさと納税事業委託料
ポータルサイト使用料

民 生 費 1億 4204 万 8 千円 重度障害者医療費、国庫負担金返還金

衛 生 費 292 万５千円 健康管理システム更新委託料

農林水産業費 333 万 4 千円 漁港管理工事費、飛砂対策工事費

商 工 費 17 万 2千円 勤勉手当

土 木 費 652 万 7 千円 スマート IC設置検討調査委託料
道路用地購入費

消 防 費 198 万円 非常備消防用備品購入費
防災行政無線施設システム改修委託料

教 育 費 9263 万 9 千円 光熱水費、施設整備工事費
学校管理用備品購入費

諸 支 出 金 8億 500 万円 基金積立金

　
　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

ふ
る
さ
と
寄
附
金

　
　
　
　
　
　
　
　
23
億
円

ふるさと寄附金　 23億円　
ふるさと納税事業委託料 12億4200万円
ポータルサイト使用料 2億1416万円
ワンストップ特例申請書
　　　　受付業務委託料 1402万円
公金システム使用料 1201万円

魅力ある返礼品（うなぎ・ハンバーグ・牡蠣）

歳
出

歳入 補正予算 定
　
例
　
会
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財
産
の
取
得

発
議

　
　

定
年
延
長
さ
れ
た
場

合
、
61
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の

職
員
は
全
体
の
何
％
に
な
る

の
か
。

　
　
取
得
目
的
は
、
福
祉
事

業
及
び
防
災
拠
点
用
地
と
あ

る
が
具
体
的
な
計
画
は
。

　
　
町
有
地
と
し
て
今
回
取

得
し
た
後
に
、
隣
接
す
る
施

設
に
売
却
と
い
う
選
択
肢
は

あ
る
の
か
。

　Ｑ

　Ｑ

　Ｑ

　
　

令
和
14
年
度
時
点
で

は
、
61
歳
以
上
の
職
員
は
27

人
で
全
体
の
約
14
％
で
あ

る
。

　
　
隣
接
し
て
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
も
あ
り
、
将
来
的

に
は
こ
の
土
地
を
町
が
直
接

事
業
用
地
と
し
て
利
用
す
る

か
、
民
間
の
施
設
を
誘
致
す

る
か
検
討
し
、
令
和
５
年
度

中
に
は
活
用
方
針
を
決
め
て

い
き
た
い
。

　
　
可
能
性
は
あ
る
が
、
限

定
し
た
売
却
は
透
明
性
の
問

題
が
あ
る
。

　
町
が
必
要
と
し
て
い
る
福

祉
施
設
を
公
募
し
、
売
却
で

き
る
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。

Ａ

Ａ

Ａ

新
宮
町
職
員
の
定
年
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

新
宮
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

　
国
家
公
務
員
と
同
様
に
地

方
公
務
員
の
定
年
を
、
令
和

５
年
度
に
60
歳
到
達
職
員
か

ら
２
年
に
１
歳
ず
つ
段
階
的

に
引
き
上
げ
、
令
和
14
年
度

か
ら
65
歳
を
定
年
と
す
る
も

の
で
す
。

【
所
在
地
】

　

 

立
花
口
２
１
７
０
番
23

【
面
積
】　

　
　
１
２
０
５
４
．
４
７
㎡

【
金
額
】

　
１
６
０
１
万
５
１
８
３
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
　
新
宮
町
土
地
開
発
公
社

提
出
者　
安
武　
久
美
子

賛
成
者　
温
水　
眞

　
　
　
　
末
吉　
富
美
徳

　
　
　
　
濱
田　
幸

　
　
　
　
上
畝
地　
白
馬

　
　
　
　
北
崎　
和
博

　
本
町
議
会
で
は
、
平
成
10

年
か
ら
議
会
広
報
誌
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
議
会

広
報
編
集
委
員
会
は
特
別
委

員
会
と
し
て
設
置
し
て
お

り
、
広
報
誌
は
議
員
が
自
ら

編
集
し
、
開
か
れ
た
議
会
を

め
ざ
し
て
住
民
へ
の
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
さ
ら
に
議
会
広
報

誌
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
編

集
課
題
の
掘
り
起
こ
し
や
、

広
報
誌
以
外
の
方
法
で
の
情

報
発
信
を
含
め
た
調
査
研
究

を
行
い
、
議
会
活
動
を
一
層

可
視
化
す
る
事
を
目
的
に
、

常
任
委
員
会
と
し
て
設
置
す

る
も
の
で
す
。

ふるさと納税　 好調

10月末累計前年比 約36％増
　
　
役
職
定
年
制
を
導
入
し

た
場
合
、
上
司
が
翌
日
か
ら

部
下
に
な
る
と
い
う
事
態
が

発
生
す
る
な
ど
課
題
が
あ
る

と
思
う
が
。

　Ｑ

　
　
ど
の
自
治
体
も
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
受
け
止
め
て

い
る
。

　
業
務
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
く

よ
う
研
修
な
ど
実
施
し
な
が

ら
方
策
を
取
っ
て
い
き
た

い
。

Ａ

取得する立花口の土地

条
例
の
改
正

※10ページに11月末現在の寄附額などを掲載しています。

定
　
例
　
会
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○ 賛成　　● 反対　　ー 欠席

令和4年第4回（12月）定例会における審議結果

種
別 件　　　名 内　　　容

採　
決

安
武
久
美
子

温
水　
　
眞

末
吉
富
美
徳

濱
田　
　
幸

上
畝
地
白
馬

西　
健
太
郎

大
牟
田
直
人

髙
木　
義
輔

北
崎　
和
博

横
大
路
政
之

松
井　
和
行

牧
野
真
紀
子

条
例

新宮町一般職の職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例の制定

令和4年8月の人事院勧告を受けて、法律等が一
部改正されたことに伴う条例改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
表
決
権
は
あ
り
ま
せ
ん

新宮町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部を改正する条例の制定

令和4年8月の人事院勧告を受けて、法律が一部
改正されたことに伴い、期末手当の期別支給
割合を改めるための条例改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町長等の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定

令和4年8月の人事院勧告を受けて、法律が一部
改正されたことに伴い、期末手当の期別支給
割合を改めるための条例改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町フルタイム会計年度任用職員の給与に関
する条例及び新宮町パートタイム会計年度任用
職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例の制定

職員の給与の額等に改定があった場合、その施
行日の翌年度以降に改定するよう取り扱うこと
とするための条例改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町職員の定年等に関する条例の一部を改
正する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に
伴う関係条例の整備に関する条例の制定

地方公務員法の一部を改正する法律が施行され
ることに伴い、本町職員の定年延長に係る必要
な例規整備を行うための条例制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町職員の高齢者部分休業に関する条例の
制定

地方公務員法第26条の3の規定に基づき、本町
職員が高年齢に達した際の多様な働き方の選択
に対応するための条例制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

令和4年度新宮町渡船事業特別会計補正予算 歳入歳出それぞれ97万7千円を追加し、総額1億
3426万円とするもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度新宮町国民健康保険特別会計補正予
算

歳入歳出それぞれ1億941万1千円を追加し、総
額25億6829万2千円とするもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度新宮町後期高齢者医療特別会計補正
予算

歳入歳出それぞれ16万2千円を追加し、総額3億
9077万4千円とするもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度新宮町相島診療所事業特別会計補正
予算

歳入歳出それぞれ185万2千円を追加し、総額
4067万6千円とするもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度新宮町水道事業会計補正予算 収益的支出64万3千円を追加し、総額6億9903万
6千円とするもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度新宮町公共下水道事業会計補正予算 収益的支出891万3千円を追加し、総額9億7464
万1千円とするもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和4年度新宮町一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財
産 財産の取得 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発
議
新宮町議会委員会条例の一部を改正する条例
の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人
事

新宮町自治功労者の推奨 宮
みや
川
がわ
　優
ゆう
子
こ
氏 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町教育委員会委員の任命 小
こ
池
いけ
　努
つとむ
氏

任期：令和5年1月1日から令和8年12月31日まで 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新宮町固定資産評価審査委員会委員の選任 小
こ
池
いけ
　孝
たか
典
のり
氏

任期：令和5年1月1日から令和7年12月31日まで 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 賛成　　● 反対

4～ 5ページを参照

5ページを参照

5ページを参照

5ページを参照

定
　
例
　
会
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全
員
協
議
会

社
会
体
育
施
設
夜
間

照
明
の
利
用
方
針

下
府
・
三
代

土
地
区
画
整
備
事
業

へ
の
財
政
支
援

中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー

整
備
方
針
の
変
更

見
直
し
に
至
っ
た
経
緯

・
処
理
槽
の
水
質
悪
化

・
汚
泥
の
凝
集
不
良　
　

・
脱
水
機
の
能
力
低
下

な
ど
の
不
具
合
が
生
じ
た
た

め
対
策
を
講
じ
、
現
在
は
正

常
な
運
転
に
戻
っ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
供
用
開
始
後
12
年

が
経
過
し
て
お
り
、
今
後
も

同
様
の
不
具
合
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
原
因
を
探
り

適
切
な
増
設
を
実
施
す
る
た

め
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

水
質
調
査
結
果

・ 

処
理
槽
に
流
入
す
る
水
質

は
、
計
画
値
に
対
し
、
か

な
り
悪
化
し
て
い
る
。

・ 

処
理
後
の
水
質
は
、
基
準

値
内
で
は
あ
る
が
、
以
前

【
令
和
４
年
11
月
７
日
】

【
令
和
４
年
11
月
30
日
】

　

都
市
計
画
道
路
の
整
備

は
、
町
、
国
及
び
県
で
負
担

す
る
。

　
そ
の
他
の
公
共
施
設
の
整

備
は
、
助
成
対
象
事
業
の
考

え
方
を
ベ
ー
ス
に
、
国
の
交

付
金
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
、
財
政
支
援
を
行
っ
て
い

く
と
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

財
政
支
援
予
定
事
業

・ 

都
市
計
画
道
路
に
接
続
す

る
主
要
な
町
道
の
改
良
事

業
・ 

防
災
公
園
や
学
校
に
つ
な

が
り
、
避
難
路
や
通
学
路

と
な
る
主
要
な
道
路
の
新

設
ま
た
は
改
築
に
要
す
る

事
業

・
無
電
柱
化
に
係
る
事
業

・ 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
整
備

に
係
る
事
業（
地
下
式
調

整
池
な
ど
）

　
現
在
、
進
め
て
い
る
屋
外

体
育
施
設（
杜
の
宮
、
新
宮

中
、
新
宮
小
、
立
花
小
、
新

宮
東
小
）の
夜
間
照
明
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
改
修
方
針
を
変
更
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
夜
間
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
貸
出
し
を
、
ふ
れ
あ
い
の

丘
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
杜
の

宮
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
集
約
の

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

方
針

　
必
要
性
、
維
持
管
理
の
問

題
、
温
暖
化
対
策
、
ス
ポ
ー

ツ
協
会
か
ら
の
要
望
を
検
討

し
、
ふ
れ
あ
い
の
丘
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
施

設
新
設
を
優
先
し
、
町
内
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
施
設
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
は
行
わ
な
い

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

改
正
後
の
個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
法
律
が
一
律
に
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
新
宮
町
で
は
、
平
成
16
年

に
制
定
し
た「
新
宮
町
個
人

情
報
保
護
条
例
」に
基
づ
き

個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱

い
の
確
保
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。

　
改
正
法
が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
個
人
情
報
保
護
制

度
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ

た
た
め
、
施
行
期
日
ま
で
に

関
連
例
規
な
ど
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
新
宮
町
議
会
も
条

例
制
定
に
向
け
て
、
協
議
し

て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
11
月
７
日
、
30
日
に
全
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

と
比
べ
数
値
は
上
昇
し
て

お
り
、
処
理
機
能
の
低
下

が
見
受
け
ら
れ
る
。

汚
水
処
理
計
画
の
再
検
討

　
将
来
計
画
汚
水
量
に
対
し

て
２
９
１
０
㎥
／
日
が
、
不

足
す
る
見
込
み
で
す
。

　
種
々
の
検
討
結
果
か
ら
処

理
槽
を
、
２
池
増
設
整
備
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

増設される中央浄化センター

個
人
情
報
保
護
制
度

　
　
　
　

の
見
直
し

三代土地区画整備事業 下府土地区画整備事業

全
員
協
議
会
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

か
ら
町
議
会
活
動
に
対
し
て
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
近
は
、
円
安
、
原
油
価
格
や
資

材
の
高
騰
、
電
気
料
金
の
値
上
げ
な

ど
、
住
民
生
活
に
と
り
ま
し
て
は
、

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
議
会
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
多
種
多
様
な
意
見

を
町
政
に
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
４
月
に
は
統
一
地
方

選
挙
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
４
年
間
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
特
別
委
員
会
で
は
、
緊
急
時
の

議
会
対
応
指
針
の
策
定
や
支
援
対
策

等
、
地
域
振
興
特
別
委
員
会
で
は
、

相
島
・
東
部
地
区
の
定
住
化
対
策
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
向
上

等
、
ま
た
、
県
道
５
３
７
号
線
騒
音
・

振
動
等
の
環
境
被
害
対
策
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
住
環
境
へ

の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
調
査
・
研

究
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
め
ざ
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
や
、
ノ
ー
ネ
ク

タ
イ
等
の
服
装
を
通
年
で
実
施
す
る

提
案
を
行
い
、
ま
た
、
議
会
広
報
編

集
委
員
会
を
常
任
委
員
会
と
し
て
設

置
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が

研
鑽
に
努
め
、
資
質
の
向
上
を
図
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
議
会
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た
よ
り
身
近

に
感
じ
る
存
在
で
あ
る
よ
う
、
開
か

れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
こ
そ
は
ア
フ
タ
ー
・

コ
ロ
ナ
の
安
心
し
た
日
常
生
活
が
戻

り
、
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
宮
町
議
会

　
　
議
長
　
牧
野
　
真
紀
子

町
民
に
寄
り
添
っ
た

身
近
な
議
会
を
め
ざ
し
て

第
４
回
臨
時
会

一
般
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０

０
７
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
１
４
４
億
６
４
３
１
万
３

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
令
和
４
年
９
月
26
日
に
、
第
４
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
一
般
会
計
補
正
予
算
を
審
議
し
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

　
令
和
４
年
10
月
25
日
に
、
第
５
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
一
般
会
計
補
正
予
算
を
審
議
し
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

全
国
消
防
操
法
大
会　

　
　
　
　
　
　
出
場
補
助
金

一
般
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

５
５
９
９
万
８
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
４
６
億
２
０

３
１
万
１
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　
　
　
１
億
４
８
０
０
万
円

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

第
５
回
臨
時
会

　
　
　
　
３
１
６
万
６
千
円

臨
　
時
　
会

新
年
の
ご
挨
拶
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文教
生活
文教
生活

　　◇社会教育課 ◇学校教育課 ◇健康福祉課 ◇子育て支援課 ◇産業振興課 ◇環境課
　　◎大牟田直人 ○濱田幸・温水眞・髙木義輔・北崎和博 ◎委員長 ○副委員長

令
和
５
年
４
月

電
子
図
書
館
運
用
開
始

遠隔対面システムが
　新宮中央駅自由通路へ

新宮町ゼロカーボンシティ宣言

令
和
５
年
度
か
ら

新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
を
助
成

　
聴
覚
障
が
い
に
よ
る
音
声
言
語
発
達
な
ど
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
、
早
期
発
見
・
早
期
療
育
を
行
う
に
は
、
全
て
の

新
生
児
に
聴
覚
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
経
済
状
況
に
関
わ
ら
ず
全
て
の
新
生
児
を
対
象
に
、
令
和
５
年

度
か
ら
、
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成（
上
限
５
０
０
０
円
）を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　　設置場所は。
　　図書館の返却ポスト付近に設置す
る予定である。

　Ｑ

Ａ

　
令
和
４
年
10
月
28
日
に
、
大
野
城
市
、
粕
屋
町
、

志
免
町
、
新
宮
町
の
１
市
３
町
で
、
広
域
電
子
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
の
協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
、
約
４
５
０
０
タ
イ
ト
ル
で

運
用
を
開
始
し
、
令
和
６
年
度
は
、
１
０
０
０
タ
イ

ト
ル
の
追
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

観光案内を行う
遠隔対面システム

　新型コロナウイルス感染拡大防止のための換気対
策として、立花小学校、新宮小学校、新宮東小学校、
新宮北小学校の校舎に網戸が設置されます。

　11月3日のまつり新宮で、環境課のブースにおいて、地球温
暖化に関するクイズのパネル展示とアンケートを実施しまし
た。
　町内居住者256人にアンケートの協力をいただきました。
　地球温暖化については、「非常に関心がある」34.4％、「ある
程度関心がある」60.1％でしたが、ゼロカーボンシティ宣言に
ついては「知っていた」19.5％、「知らなかった」80.5％という
結果でした。

　新宮中央駅観光案内所の遠隔対面システム
が新宮中央駅自由通路に移設され、現在の観
光案内所は12月下旬で閉鎖するとの報告を
受けました。

　　スポーツ協会から新宮中学校武道場に網戸設置
の要望があるが、整備の予定は。
　　新宮中学校の柔道場・剣道場に網戸設置を行う
よう検討している。

　Ｑ

Ａ

換気対策のため
網戸を小学校に設置

新宮町ゼロカーボンシティ宣言
「知らなかった」80.5％

委
員
会
報
告
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総務
建設
総務
建設

　　◇総務課 ◇政策経営課 ◇地域協働課 ◇税務課 ◇住民課 ◇会計課 ◇都市整備課 ◇上下水道課 ◇議会事務局 
　　◇他の常任委員会に属さない事務 ◎上畝地白馬 ○末吉富美徳・安武久美子・西健太郎・横大路政之・松井和行 ◎委員長 ○副委員長

　ふるさと納税の活用が年々増えており、寄附額、寄附件数と
もに、昨年同月より約40％上回っています。
【令和4年11月末現在】
・寄 附 額　　23億4250万7724円（前年度16億6058万3766円）
・寄附件数　　22万4106件（前年度15万4387件）
※9月1日から「JR東日本」のポータルサイトを新規活用

人気の返礼品あまおう

ふるさと納税さらに好調

　
納
税
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
、
国

や
地
方
公
共
団
体
へ
税
金
を
電
子
的
に
納
付
す
る
電
子

納
税
の
項
目
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

追
加
税
目
： 

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
種
別
割
、

　
　
　
　
　
町
県
民
税
普
通
徴
収
、
国
民
健
康
保
険
税

導
入
時
期
：
令
和
５
年
４
月
か
ら

電
子
納
税
の

対
象
税
目
拡
大

　マイナンバーカード（個人番号カード）の交付が順調に進んで
います。
【令和4年11月20日現在】
・申請数　　　　2万6374件　　 （前回8月21日より4116件増）
・交付数　　　　2万2119件　　 （前回8月21日より2447件増）
・町民所有数　　2万 506件　　 （前回8月21日より2298件増）
・交付率（新宮町での交付数 /人口）

66.0％（前回8月21日時点　58.6％）
・所有率（現町民の所有数 /人口）

61.2％（前回8月21日時点　54.3％）

マイナンバーカードの交付
順調に進む

　令和4年10月29日に、第29回全国消防操法大
会が千葉県で開催され、小型ポンプの部で新宮
町消防団第4分団が出場し、優勝しました。

消防操法大会
町消防団が全国優勝

最高得点で優勝した第4分団

　　人気の返礼品は。
　　あまおう、ハンバーグセット、一口餃子、牡蠣、
うなぎの蒲焼である。

　Ｑ

Ａ

　
町
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｑ
＆
Ａ（
よ
く
あ
る
質
問
）な
ど
が
追

加
さ
れ
、
見
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。

令
和
４
年
９
月　

 

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
、
業
者
を
選
定

　
　
　
　
10
月　

 

株
式
会
社
ス
マ
ー
ト
バ
リ
ュ
ー
（
大
阪
市
）と
契

約
締
結

令
和
５
年
３
月
15
日　
公
開
予
定

見
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
サ
ー
バ
ー
の
信
頼
性
は
。

　Ｑ
　
　

対
策
は
施
し
て
お
り
安
定
し
て
稼
働
で
き
る
。

Ａ

委
員
会
報
告
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

　一般質問とは、定例会において議員が町の行
財政全般について、町と政策論争をするもので
す。
　質問事項は事前に通告し、質問者は30分の持
ち時間内で質問します。
　第4回定例会の一般質問は、令和4年12月1日
（木）に4人が行いました。
　会議録は、議会事務局及び町立図書館で閲覧
できます。また、質問の様子は録画配信してい
ます。（19ページ参照）

※一般質問の原稿は質問者の提出原稿をもとに作成しています。

1　横大路政之　　議員 ……………… 12
　•教育委員会の現状は

2　温水　　眞　　議員 ……………… 13
　•介護予防活動を各地域にもっと広めたら

3　安武久美子　　議員 ……………… 14
　•園児の使用済みおむつ一括回収処分に補助を

4　大牟田直人　　議員 ……………… 15
　•町民へ小中学校の防災活動発表の機会を
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教育委員会の現状は

形骸化はしていない教育長

教
育
長
の
現
状
認
識
と
今
後
の
方
針
は

　
　
教
育
長
就
任
か
ら
２
か

月
が
経
過
し
た
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
の
か
所
信
を

伺
う
。

　
社
会
現
象
と
し
て
教
育
委

員
会
の
形
骸
化
を
指
摘
す
る

声
が
あ
る
が
、
新
宮
町
教
育

委
員
会
の
現
状
分
析
と
今
後

の
運
営
方
針
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
全
国
的
に
学
校
教
育
の

現
場
で
は
、
い
じ
め
や
不
登

校
・
教
職
員
の
長
時
間
勤
務

な
ど
様
々
な
課
題
が
浮
き
彫

り
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
宮

町
の
現
状
お
よ
び
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　
　
世
代
・
性
別
を
問
わ
ず

多
く
の
町
民
に
か
か
わ
り
が

あ
る
社
会
教
育
の
充
実
は
教

育
行
政
に
と
っ
て
欠
か
せ
な

い
も
の
と
考
え
る
が
、
新
宮

町
の
取
組
の
現
状
と
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。

問

問

問

 横
よ こ

大
お お

路
じ

政
ま さ

之
ゆ き

 議員

　
　
　
　
新
宮
町
は
、
ま
ち

づ
く
り
が
つ
な
が
り
を
も
っ

て
一
体
的
に
進
め
ら
れ
て
お

り
、
教
育
長
と
し
て
課
題
を

し
っ
か
り
見
極
め
、
こ
れ
か

ら
の
大
き
な
変
化
を
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
て
い
け
る
よ
う
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

　
町
立
幼
稚
園
、
小
中
学
校

を
訪
問
し
実
態
把
握
や
情
報

収
集
に
努
め
協
議
の
場
で
も

率
直
な
意
見
を
述
べ
て
お

り
、
形
骸
化
は
し
て
い
な

い
。

　
今
後
も
、
様
々
な
課
題
に

対
し
、
実
態
把
握
や
情
報
収

集
に
努
め
積
極
的
に
議
論

し
、
活
動
が
さ
ら
に
活
発
化

す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　
　
　
　
指
摘
の
課
題
は
本

町
に
も
存
在
し
て
い
る
。

　
い
じ
め
を
例
に
と
る
と
、

「
い
じ
め
は
起
き
て
い
る
」と

い
う
こ
と
を
前
提
に
、
早
期

発
見
に
よ
る
早
期
対
応
に
努

め
て
い
る
。

　
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る

に
は
、
学
校
と
の
連
携
が
不

可
欠
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
社
会
教
育
は
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

世
代
に
支
え
ら
れ
進
め
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
。

　
関
係
す
る
多
く
の
団
体
と

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
必
要

な
環
境
整
備
に
努
め
て
い
き

た
い
。

教
育
長

教
育
長

新宮東中学校

ふれあいの丘公園グラウンド

教
育
長

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う
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介護予防活動を各地域に
もっと広めたら

いろいろな人に知って
もらえるように対応したい

健康福祉
課長

　
　
特
定
健
診
の
健
診
率
を

高
め
る
た
め
に
、
何
か
プ
レ

ミ
ア
ム
を
付
け
て
受
診
勧
奨

し
た
ら
良
い
の
で
は
。

　
　
令
和
４
年
度
、
地
域
介

護
予
防
活
動
を
実
施
し
て
い

る
団
体
数
と
活
動
内
容
は
。

　
　
介
護
予
防
活
動
助
成
金

を
申
請
し
て
い
る
団
体
は
、

Ｊ
Ｒ
線
の
海
側
だ
け
で
地
域

に
偏
り
が
あ
る
。
周
知
方
法

や
助
成
金
の
申
請
方
法
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
し
て
、
介

護
予
防
活
動
を
各
地
域
に

も
っ
と
広
め
た
ら
良
い
の
で

は
。

　
　
令
和
４
年
度
の
高
齢
者

保
健
福
祉
施
策
で
、
相
島
で

は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
る
の
か
。

　
　
粕
屋
町
は
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
会
員
数
増
強
の
た
め
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
本
町
の
考
え
は
。

問問

問問

問

 温
ぬ く

水
み ず

　　眞
まこと

 議員

　
　
新
宮
町
の
高
齢
者
は
元
気
で
す

　
　
　

令
和
３
年
度
の
受

診
率
は
、
65
歳
〜
74
歳
が

34
％
、
75
歳
〜
84
歳
が
16
・

６
％
、
85
歳
以
上
が
５
・

２
％
で
あ
る
。

　
ま
た
要
支
援
・
要
介
護
の

認
定
率
は
、
65
歳
〜
74
歳
が

３・
５
％
、
75
歳
〜
84
歳
が

15
・
１
％
、
85
歳
以
上
が

57
・
１
％
で
あ
る
。

　
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
は

県
内
で
も
２
〜
３
位
と
高
い

が
、
65
歳
以
上
の
介
護
保
険

認
定
率
は
14
・
９
％
で
福
岡

県
で
も
一
番
低
い
。

　
　
　
対
象
者
に
直
接
啓
発

を
促
す
こ
と
や
訪
問
す
る
な

ど
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
方

法
で
、
健
診
率
が
向
上
す
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
も
会

員
増
強
活
動
は
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
後
は
、
健
康
増
進
だ
け

で
な
く
娯
楽
な
ど
も
考
え
な

が
ら
、
町
も
一
緒
に
会
員
増

強
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

　
　
　
町
が
助
成
す
る
団
体

数
は
13
団
体
で
あ
る
。

　
活
動
内
容
は
ケ
ア
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
、
健
康
体
操
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
音
楽
を
活
用
し
た
介
護

予
防
活
動
な
ど
で
あ
る
。

　
地
域
健
康
教
室
へ
の
講
師

派
遣
は
、
各
行
政
区
で
開
催

し
て
い
る
地
域
サ
ロ
ン
や
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
支
部
活
動
な
ど

の
要
請
に
応
じ
て
行
っ
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
介
護
保
険

の
地
域
支
援
事
業
の
一
部
と

し
て
、
交
付
金
を
使
用
し
て

い
る
の
で
、
あ
る
程
度
の
制

限
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
周
知
方
法
を
い
ろ
い
ろ
な

人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
本
年
度
か

ら
サ
ロ
ン
活
動
を
再
開
し
、

島
民
の
自
主
的
な
運
営
に
な

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。

町
長

町
長

町
長

町
長

　
　

介
護
予
防
の
た
め
に

は
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向

上
が
重
要
だ
が
、
65
歳
〜
74

歳
、
75
歳
〜
84
歳
、
85
歳
以

上
の
３
つ
に
区
切
っ
た
区
分

ご
と
の
受
診
率
と
要
介
護
・

要
支
援
の
認
定
率
は
。

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

桜山手区地域健康教室

助成金を活用したケアトランポリン

問

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う
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園児の使用済みおむつ
一括回収処分に補助を

園や保護者の負担が
過度にならないよう対応町長

　
　
処
理
費
用
を
町
で
補
助

で
き
な
い
か
。

　
　
届
出
保
育
施
設（
認
可

外
）６
園
に
つ
い
て
の
対
応

は
。

　
　
児
童
館
は
０
歳
か
ら
17

歳
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
の
児

童
が
自
由
に
利
用
し
、
遊
び

を
通
じ
た
健
全
育
成
を
支
援

す
る
場
所
で
あ
る
。
ま
た
近

年
児
童
虐
待
の
通
告
件
数
や

い
じ
め
発
生
件
数
の
増
加
、

配
慮
や
支
援
が
必
要
な
子
ど

も
の
存
在
な
ど
、
子
ど
も
と

家
庭
を
め
ぐ
る
様
々
な
課
題

に
も
対
処
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
重
要
な「
居
場

所
」と
し
て
児
童
館
を
開
設

す
る
考
え
は
。

　
児
童
館
の
開
設
を

問問問

 安
や す

武
た け

久
く

美
み

子
こ

 議員

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を

　
　
　
本
町
で
は
園
長
会
で

改
善
要
望
や
相
談
を
受
け
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
お
む

つ
の
廃
棄
処
理
の
要
望
は
な

か
っ
た
。

　
今
回
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

町
内
６
園
中
５
園
は
各
施
設

で
回
収
処
分
を
行
っ
て
い

る
。

　
実
施
し
て
い
な
い
園
も
、

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
も
あ
り
、

現
在
検
討
中
で
あ
る
。

　
　
　
５
園
の
う
ち
４
園
は

町
支
給
の
運
営
費
の
中
で
対

応
し
、
１
園
は
保
護
者
か
ら

一
部
負
担
金
を
徴
収
し
て
い

る
。

　
今
後
、
園
と
協
議
し
状
況

を
把
握
し
な
が
ら
、
園
や
保

護
者
の
負
担
が
過
度
と
な
ら

な
い
よ
う
対
応
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
、

状
況
を
把
握
し
な
が
ら
町
と

し
て
の
対
応
を
考
え
て
い
き

た
い
。

　
　
　
令
和
６
年
４
月
に
施

行
さ
れ
る
改
正
児
童
福
祉
法

で「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

の
開
設
に
よ
り
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
な
ど
へ
の
支
援

が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
横
断
的
な
協
議
を

重
ね
な
が
ら
児
童
館
に
限
ら

ず
情
報
共
有
を
行
い
、
施
設

整
備
や
専
門
職
員
の
配
置
、

ま
た
民
間
団
体
と
の
連
携
な

ど
の
検
討
を
指
示
し
て
い

る
。

町
長

町
長

町
長

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
少
子
化
・

人
口
減
少
が
想
定
以
上
に
進

ん
で
い
る
。
安
心
し
て
産
み

育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
子
育

て
世
代
の
負
担
軽
減
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
保
護
者
が
認

可
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

の
お
迎
え
時
に
使
用
済
み
お

む
つ
を
持
ち
帰
っ
て
い
る

が
、
保
護
者
や
保
育
士
の
負

担
軽
減
、
ま
た
感
染
症
対
策

か
ら
園
で
廃
棄
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。
保
育

施
設
の
現
状
と
改
善
要
望
な

ど
出
て
い
る
か
。

子
育
て
支
援
課
長

問

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う
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町民へ小中学校の
防災活動発表の機会を
防災意識向上のため

検討したい 町長

今
こ
そ
「
防
災
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を

　
　
地
域
の
防
災
力
を
高
め

る
に
は
普
段
か
ら
の
地
域
の

つ
な
が
り
が
大
切
で
あ
る
。

　
町
で
は
自
主
防
災
組
織
の

設
立
が
進
み
、
令
和
元
年
度

に
は
Ｃ
Ｓ
新
宮
東
中
学
校
が

ぼ
う
さ
い
甲
子
園
で「
だ
い

じ
ょ
う
ぶ
賞
」を
、
新
宮
中

学
校
相
島
分
校　
相
島
少
年

消
防
ク
ラ
ブ（
Ｂ
Ｆ
Ｃ
）が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ

ト
・
ア
ワ
ー
ド
で「SPIRIT 

O
F CO

M
M
U
N
ITY

奨
励

賞
」を
受
賞
し
た
。

　
今
年
度
は
新
宮
町
消
防
団

（
第
４
分
団
）が
第
29
回
全
国

消
防
操
法
大
会
で
優
勝
す
る

な
ど
、
町
民
の
防
災
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
お
り
、「
防

災
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
地
域

の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
行
う

絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
感

じ
る
。 

　
平
成
29
年
６
月
議
会
で
の

一
般
質
問
に
お
い
て
、
校
区

ご
と
に
自
宅
か
ら
避
難
所
へ

集
ま
る
実
地
型
の
防
災
訓
練

を
行
え
な
い
か
と
の
質
問
を

行
っ
た
。
町
長
か
ら
、
検
討

す
べ
き
と
思
う
と
の
回
答
を

い
た
だ
い
た
が
現
在
の
検
討

状
況
は
。

　
　
防
災
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
防
災
フ
ェ
ス
な

ど
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
。
防
災
フ
ェ
ス
や
防
災

訓
練
が
、
防
災
意
識
を
高

め
、
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く

り
に
な
る
と
感
じ
る
が
今
後

の
計
画
は
。

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
災
害
時

の
備
え
に
つ
な
が
る
と
感
じ

る
が
、
作
成
は
少
し
難
し
い

と
考
え
る
。
防
災
フ
ェ
ス
な

ど
で
学
び
な
が
ら
作
成
す
る

機
会
が
あ
れ
ば
マ
イ
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の
活
用
と
地
域
の
つ

な
が
り
づ
く
り
に
な
る
と
感

じ
る
が
実
施
で
き
な
い
か
。

　
　
防
災
フ
ェ
ス
な
ど
で
町

内
の
小
中
学
校
で
行
っ
て
い

る
防
災
活
動
を
町
民
に
発
表

す
る
場
が
あ
れ
ば
、
町
民
の

防
災
意
識
の
高
ま
り
に
つ
な

が
り
、
小
中
学
生
の
学
習
の

場
、
町
民
と
小
中
学
生
の
つ

な
が
り
の
場
に
な
る
と
考
え

る
が
実
施
で
き
な
い
か
。

問

問問

問

 大
お お

牟
む

田
た

直
な お

人
と

 議員

　
　
　
校
区
で
区
切
る
よ
り

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
行
政

区
ご
と
の
防
災
訓
練
の
実
施

を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
今
す
ぐ
に
防
災
フ
ェ

ス
な
ど
の
町
を
あ
げ
て
の
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
は
計
画
し
て

い
な
い
。

　
　
　
行
政
区
に
よ
り
発
生

し
や
す
い
災
害
が
異
な
る
。

　
各
行
政
区
に
防
災
専
門
官

が
出
向
い
て
防
災
講
話
を
行

う
際
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
説
明
や
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
作
成
・
活
用
な
ど
き
め

細
や
か
な
対
応
を
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
防
災
フ
ェ
ス
に
限
ら

ず
、
小
中
学
生
の
学
習
の
場

の
提
供
や
町
民
の
防
災
意
識

の
向
上
の
た
め
に
、
小
中
学

校
で
行
っ
て
い
る
防
災
活
動

の
発
表
の
場
を
設
け
る
こ
と

も
含
め
検
討
し
た
い
。

町
長

町
長

町
長

町
長

島を守る相島少年消防クラブ（BFC）

防災を教育の柱に据えるCS新宮東中学校

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う



中学生チャレ ンジ議会2022
～新宮東中生徒会 に議員が問う～　

　
令
和
４
年
12
月
14
日
、
町
の

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
、
自

分
の
町
の
政
治
や
町
の
し
く
み

に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
た

め
、
新
宮
町
議
会
議
事
堂
に

て
、「
中
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
議
会

２
０
２
２
〜
新
宮
東
中
生
徒
会

に
議
員
が
問
う
〜
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　
生
徒
会
役
員
が
説
明
を
し
た

生
徒
会
活
動
に
つ
い
て
、
議
員

が
事
前
通
告
し
た
内
容
を
も
と

に
質
疑
を
行
い
、
そ
れ
に
対
し

て
生
徒
会
役
員
が
一
年
間
の
生

　
初
め
て
の
議
会
で
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
中

学
生
で
議
会
に
参
加
で
き

た
こ
と
は
よ
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ
と

を
こ
れ
か
ら
の
生
徒
会
活

動
で
活
か
し
て
い
き
ま

す
。

𠮷よ
し

田だ　
光こ

う

希き

さ
ん（
生
徒
会
長
）

　
自
分
た
ち
の
成
果
を
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
、
新

宮
町
の
議
員
さ
ん
と
深
い

議
論
を
行
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
役
員
の
絆
も

深
ま
り
、
任
期
を
締
め
く

く
る
に
よ
い
機
会
で
し

た
。

　
議
員
さ
ん
と
議
論
が
で

き
た
こ
と
は
、
と
て
も
よ

い
経
験
に
な
り
、
新
た
な

視
点
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
機
会
を

つ
く
っ
て
く
だ
さ
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

久ひ
さ

島じ
ま　

侑ゆ
う

真ま

さ
ん（
副
会
長
）

　
私
は
議
長
役
と
し
て
、

緊
張
感
と
責
任
感
と
い
う

も
の
を
今
回
の
議
会
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
取
組
は
伝
統
と

し
て
、
今
後
も
是
非
続
け

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

大お
お

内う
ち

田だ　
煌こ

う

さ
ん（
副
会
長
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
議
会
で
は
議
長

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
議
会
は
、

と
て
も
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
議
会
で

は
、
役
員
が
一
生
懸
命
発

言
し
て
い
る
姿
を
事
務
局

長
席
か
ら
見
て
い
て
、
と

て
も
頼
も
し
く
感
じ
ま
し

た
。

松ま
つ

田だ　
晟せ

い

奈な

さ
ん（
副
会
長
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
議
会
で
は
事
務
局
長

中な
か

野の　
悠ゆ

う

梨り

さ
ん（
庶
務
）

井い
の

上う
え　
茉ま

奈な

さ
ん

　
　
（
文
化
安
全
委
員
長
）

議
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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徒
会
活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら

し
っ
か
り
と
し
た
答
弁
を
行
い

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
新
宮
中
学
校

の
生
徒
会
・
相
島
分
校
の
生
徒

が
傍
聴
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
様
子
を
録
画
配
信
し

て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
議
会
を
通

し
て
一
年
間
、
委
員
長
と

し
て
取
り
組
ん
だ
成
果
を

伝
え
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と

は
、
次
の
生
徒
会
役
員
に

も
伝
え
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

　
議
会
に
参
加
す
る
と
い

う
貴
重
な
体
験
が
で
き
た

こ
と
に
有
り
難
み
を
感
じ

て
い
ま
す
。
今
回
学
ん
だ

こ
と
を
、
今
後
の
自
分
の

人
生
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
議
会
で
は

自
分
が
取
り
組
ん
だ
こ
と

を
堂
々
と
発
言
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
生
徒
が
提
案

側
と
な
っ
て
答
弁
を
行

い
、
活
動
を
見
つ
め
直
す

貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し

た
。

　
貴
重
で
と
て
も
よ
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。
実
際

に
議
員
の
方
々
と
議
論
を

行
い
、
緊
張
感
な
ど
議
場

で
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
こ

と
を
経
験
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
初
は
、
と
て
も
緊
張

し
て
い
ま
し
た
が
途
中
か

ら
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
貴
重
な
経
験
を
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
こ
の
経
験
を
今
後
に

生
か
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
議
会
に
参

加
し
た
こ
と
で
新
宮
町
の

地
方
自
治
に
も
興
味
を
も

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
頂
き
、
本
当

に
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
。

髙た
か

木ぎ　
悠ゆ

う

士し

郎ろ
う

さ
ん

　
　
　
　
（
生
活
委
員
長
）

藤ふ
じ

川か
わ　
聖し

ょ
う

太た

さ
ん（
庶
務
）

藤ふ
じ

野の　
天あ

南な
ん

さ
ん

　
　
　
　
（
体
育
委
員
長
）

中な
か

川が
わ　

万ま

悠ゆ

子こ

さ
ん

　
　
（
保
健
給
食
委
員
長
）

井い
の

上う
え　

茉ま

奈な

さ
ん

　
　
（
文
化
安
全
委
員
長
）

森も
り　
憲け

ん

太た

朗ろ
う

さ
ん

　
　
　
　
（
学
習
委
員
長
）

新宮東中生徒会の感想

録画配信はこちら

議
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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令
和
４
年
11
月
４
日
、
久
山

町
議
会
と
の
合
同
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
は
久
山
町
議
会
の
当
番

で
、
テ
ー
マ
は「
首し

ゅ

羅ら

山さ
ん

遺
跡

と
地
域
づ
く
り
」で
久
山
町
教

育
委
員
会
江え

上が
み

智と
も

恵え

教
育
課
長

の
講
演
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

遺
跡
は
自
然
・
環
境
・
人
づ
く

り
の
場
を
提
供
で
き
る
、
地
域

づ
く
り
の
拠
点
で
す
。

　
令
和
４
年
12
月
２
日
、
新
宮
町
議

会
で
人
権
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は「
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
」

を
テ
ー
マ
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少
数

者
）の
問
題
に
つ
い
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視

聴
し
ま
し
た
。

　
誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
の
た
め

の
一
歩
と
な
る
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

注
目
を
集
め
る
新
宮
町
　
　
　
　
　
　
　
　

 

久
山
町
議
会
と
の
合
同
研
修
会

　
　
新
宮
町
議
会
人
権
研
修

　
松
浦
市
議
会

　
令
和
４
年
10
月
５
日
、
長

崎
県
松
浦
市
議
会
総
務
委
員

会
が
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組

に
つ
い
て
行
政
視
察
に
来
ら

れ
ま
し
た
。
副
町
長
、
総
務

課
、
お
も
て
な
し
協
会
か
ら

寄
附
額
の
推
移
や
事
業
経

費
、
返
礼
品
、
出
荷
ま
で
の

役
割
分
担
な
ど
が
説
明
さ

れ
、
お
互
い
に
活
発
な
意
見

交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
熊
取
町
議
会

　
令
和
４
年
11
月
17
日
、
大

阪
府
熊
取
町
議
会
新
政
ク
ラ

ブ
が
、
人
口
増
加
策
に
つ
い

て
行
政
視
察
に
来
ら
れ
ま
し

た
。
都
市
整
備
課
か
ら
、
沖

田
・
緑
ケ
浜
中
心
市
街
地
整

備
事
業
の
概
要
、
実
績
及
び

効
果
、
課
題
な
ど
が
説
明
さ

れ
、
活
発
に
質
疑
や
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
釧
路
町
議
会

　
令
和
４
年
11
月
10
日
、
北

海
道
釧
路
町
議
会
産
業
文
教

常
任
委
員
会
が
、
小
中
学
校

に
お
け
る
学
校
安
全
総
合
支

援
事
業
で
の
取
組
に
つ
い
て

行
政
視
察
に
来
ら
れ
ま
し

た
。
新
宮
東
中
学
校
の
防
災

教
育
に
つ
い
て
の
説
明
が
さ

れ
、
活
発
な
意
見
交
換
に
な

り
ま
し
た
。

議
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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令
和
４
年
11
月
21
日
、
町

村
議
会
広
報
研
修
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
講
師
の
吉よ

し

村む
ら

潔き
よ
し

氏
か
ら
講
演
を
受
け
、

そ
の
後
、
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
は
、
新
宮
町
議
会
広
報
に

高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
の
議
会
広
報
に
生

か
せ
る
有
意
義
な
研
修
会
に

な
り
ま
し
た
。

　議会広報研修会

　
令
和
４
年
12
月
10
日
、
町

執
行
部
、
町
職
員
と
議
員
、

筑
前
新
宮
に
白
砂
青
松
を
取

り
戻
す
会
、
福
岡
県
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
総
勢

１
１
０
人
で
、
松
周
辺
の
雑

木
の
伐
採
、
集
積
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
３
５
０
年
あ
ま

り
の
歴
史
あ
る
松
原
を
守
る

た
め
、
町
が
主
体
と
な
っ
て

住
民
や
各
団
体
な
ど
に
呼
び

か
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　楯の松原保全活動議
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿

✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

✿

　各種団体、小グループなど、気
軽な感じでの意見交換の場にした
いと思っています。

　希望される方は議会事務局までお問い合わせください。 ☎ 092-963-1737（直）

気軽な感じで議会との座談会のご案内

議会と
意見交換しませんか？

　インターネットによる議会中継・録画配信・会議
録配信を行っています。
　スマートフォン・タブレットでも見られます。
【アクセス方法】
・新宮町ホームページから
　新宮町議会→議会中継・録画配信・会議録をクリック

　令和5年3月2日（木）午前9時30分から開催予定
です。
　一般質問は、3月3日（金）、6日（月）の午前9時
30分から予定されています。
　お気軽に傍聴にお越しください。

※�日程、開始時間は変更になる場合があります。

※�日程表は2月27日（月）、役場・そぴあしんぐう・
シーオーレ新宮などに掲示し、ホームページで
も見ることができます。

※�傍聴されるときは、3階議会事務局で受付をし
てください。

※�役場・そぴあしんぐう・シーオーレ新宮のロビー
のテレビでも議会中継を見ることができます。

議会中継・録画配信・

会議録配信
しています！

３月議会のお知らせ

議会を
見に来ませんか

！

３月議会のお知らせ
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生徒会 役員改選 町宮 立新

中
新

宮

新

宮
学校 中学校東 紹介

連 載

【
新
宮
東
中
学
校
】

　

11
月
24
日（
木
）に
生
徒

会
役
員
改
選
・
立
合
演
説

会
が
行
わ
れ
、
新
た
に
11

名
の
生
徒
会
役
員
が
決
定

し
ま
し
た
。
役
員
を
代
表

し
て
、
新
旧
生
徒
会
長
の

２
人
が
、
生
徒
会
役
員
改

選
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

【
新
生
徒
会
長
久ひ

さ

島じ
ま

さ
ん
】

　

選
挙
運
動
中
の
私
は
、

と
に
か
く「
新
宮
東
中
学
校

を
更
に
よ
く
し
た
い
」と
い

う
想
い
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。
私
以
外
の
立
候
補
者

も
同
じ
よ
う
な
想
い
で
、

選
挙
運
動
に
臨
ん
で
い
た

と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
立
候
補
者
が
今
の
学

校
に
足
り
て
い
な
い
と
こ

ろ
を
分
析
し
、
そ
れ
を
解

決
す
る
た
め
の
取
組
を
自

分
の
言
葉
で
伝
え
る
姿
に

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

今
回
、
当
選
し
て
も
し
な

く
て
も
、
立
候
補
者
の
想

い
は
変
わ
ら
ず
残
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

全
校
生
徒
の
想
い
を
活
か

し
て
よ
り
よ

い
学
校
を
つ

く
り
上
げ
ま

す
。

【
前
生
徒
会

長
𠮷よ

し

田だ

さ

ん
】

　

第
４
代
生

徒
会
長
の
𠮷

田
で
す
。
私

は
立
候
補
者

の
選
挙
活
動

中
の
大
き
な

声
で
の
挨
拶
、
ハ
キ
ハ
キ

と
し
た
演
説
か
ら
、「
来
年

度
の
東
中
を
安
心
し
て
任

せ
る
こ
と
が
で
き
る
」と
心

か
ら
思
い
ま
し
た
。
生
徒

会
長
と
し
て
、
後
輩
に
生

徒
主
体
の
学
校
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
想
い
を
託
し

ま
す
。
生
徒
が
自
ら
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
で
、
学
校

生
活
は
明
る
く
、
活
気
の

あ
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

一
生
に
一
度
し
か
な
い

中
学
校
生
活
を
全
力
で
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
新
宮
中
学
校
】

引
き
継
が
れ
る
伝
統

　

11
月
17
日（
木
）、
新
生

徒
会
役
員
改
選
に
伴
う
立

会
演
説
会
と
選
挙
が
行
わ

れ
、
第
77
代
生
徒
会
役
員

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
13
の

役
職
に
対
し
て
22
人
の
生

徒
が
立
候
補
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
目
指
す
学
校
像
や
そ

れ
に
向
け
た
熱
い
思
い
を

演
説
し
ま
し
た
。
今
年
度

も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
使
っ
て
画
面
越
し

の
演
説
で
し
た
が
、
ど
の

教
室
の
生
徒
も
真
剣
に
視

聴
し
、
最
後
は
温
か
い
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
落
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
選
挙
に
向
け
て
一
人

一
人
が
生
徒
会
の
あ
り
方

や
自
分
た
ち
が
目
指
す
も

の
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
特
に
２
年

生
は「
生
徒
会
と
選
挙
に
つ

い
て
」の
学
年
集
会
を
開

く
な
ど
し
、
リ
ー
ダ
ー
学

年
と
し
て
の
自
分
た
ち
の

あ
る
べ
き
姿

に
つ
い
て
の

意
識
を
高
め

ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
役

員
改
選
を
運

営
す
る
に
あ

た
り
、
各
学

級
の
選
挙

管
理
委
員

は
、
10
月
７

日（
金
）の
第

１
回
選
挙
管

理
委
員
会
を

皮
切
り
に
、
公
示
・
ポ
ス

タ
ー
掲
示
・
選
挙
運
動
の

見
守
り
か
ら
当
日
の
開
票

作
業
ま
で
多
く
の
業
務
に

努
め
、
公
平
・
公
正
な
選

挙
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
生
徒
の
支
え
や

関
わ
り
が
あ
り
、
新
し
い

新
宮
中
学
校
の
生
徒
会
が

ス
タ
ー
ト
で
き
ま
す
。
現

役
員
の
や
っ
て
き
た
こ
と

や
思
い
・
願
い
を
引
き
継

ぎ
、
新
し
い
風
を
取
り
入

れ
新
た
な
伝
統
を
作
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

間隔をあけて選挙運動を行う候補者たち

朝の選挙活動の様子
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